
(112) 印度學佛教學研究第44巻 第1号 平成7年12月

『大乗荘厳経論』:第XVIII章 第80,81偈 について

早 島 理

[1]『 大 乗 荘 厳 経 論 』(Mahayanasutralamkara,MSA)第XVIII章 「覚 分 品,Bod-

hipaksa」 の 論 体 構 造 は(1)lajja(kas.1～5),(2)dhrti(kas .6～22)…(14)sama-

dhitraya(kas.77～79),(15)dharnza-uddana(kas.80～81)の15項 目 か ら な り1),

そ の 最 終 項dharma-uddana(四 法 印)の 第 一 諸 行 無 常 と 第 三 諸 法 無 我 に 対 す る 傍

論 的 論 議 が,刹 那 滅 論(kas.82～91)2)・ 人 無 我 論(kas.92～103)と し て 展 開 さ れ

る こ と は,承 知 の 如 くで あ る 。

さ て そ の 菩 提 分 の 最 終 項 「四 法 印 」3)は2偈(kas.80,81)に よ り説 示 さ れ る 。

samadyupanisattvena dharmoddanacatustayam/ 

desitam bodhisatvebhyah satvanam hitakamyaya//80

菩薩は[三]三 昧に依拠して四法印を説 くのである,衆 生の利益を望むがゆえに。

asadartho 'vikalparthah parikalpartha eva ca/ 

vikalpopasamarthas ca dhimatam tac catustayarh//81

賢者[菩 薩]に とってはこの四[法 印の意味]と は(1)非 存在の意味 と,(2)虚 妄分別

の意味 と,(3)唯 遍計のみの意味と,(4)分 別の静まった意味とである。

ka.80は 直 前 の第14項samadhitrayaに 依 拠 しつつ,dharma-uddanaを 説 示

す る意義(satvanamhitakamyaya)を,ka.81はdharma-uddana各 々 の意味

(artha)を 明確 にしている4)。 その うち,今 は後者四法印 の意味を考察 しよ う。

MSA-Bhは 次 の ように云 う。

bodhisatvanam asadartho ' nityarthah/yan nityam nasti tad anityam tesam yat pa-

rikalpitalaksanath/abhutavikalpartho duhkhartho yat paratantralaksanam/parikal-

pamdtrartho ' natmarthah/eva-sabdenavadharanam parikalpita atma nasti parikalp-

amatram tv astiti parikalpitalaksanasyabhavartho ' natmartha ity uktam bhavati/ 

vikalpopasamarthah santarthah parinispannalaksanam nirvanam/

諸菩薩にとって無常の意味とは非存在という意味である。 常に存在していないこと,そ

れが無常 ということであって,そ れは彼 ら[諸 菩薩]に とって遍計所執性である。苦の意

味とは虚妄分別 と云う意味である。それは[諸 菩薩にとっては]依 他起性である。無我の

意味 とは唯分別(構 想)の みと云 う意味である。「唯……のみeva」 の語は限定[を 示して
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いるの]で ある。構想された自我(atman)は 存在しない。しかし唯構想のみ(構 想して

いるそのことのみ)は 存在する。それゆえに[諸菩薩にとってコ無我の意味とは遍計所執

性の非実存という意味であると説かれている。 寂静の意味とは妄分別の静まったと云う

意味であり,涅 槃[と 云うこと]で ある。[それは諸菩薩にとっては]円 成実性である。

MSAが 説示する四法印の新たな意味とは,三 性説に依拠したものであると,

Vasubandhu著 とされるMSA-Bhは 明言する。つまり,古 来伝承されたきた四

法印の教義を瑜伽行学派が継承するに際し,伝 統的な教義を受け継ぎつつ,同 時

に三性説を導入して四法印を新たに甦えさせたのである。紙面の制約もあ り,以

下には,「 諸行無常」を中心に考察を進めよう。

[2]「 無常」 とは,伝 統的な意味合からす れ ば,こ の世界の有為なる存在はす

べて一瞬た りとも止まらず,変 化 ・消滅し虚ろい行 くことであ り,厳 密に云えば

刹那滅とい うことである。ところが,MSAは 無常の意味とは 「asat,非存在」

であると云 う。さらに,そ れは 「dhimatam,賢 者に とって」(MSA-Bh:｢bodhisat-

vanam,諸 菩薩にとって」)で あり,遍 計所執性の視点からであるとMSA-Bhは

強調する。他方,無 常の従来の意味について 「無常の意味は依他起生からすれば

刹那滅とい う意味でもある,と 理解すべきである5)」とMSA-Bhは 説 く。つま

りこうである。MSAは,古 来受継がれてきた 「四法印」の教説を三性説に依拠

して受持し,さ らに四法印の第一 「無常」について,再 び三性説の視点から瑜伽

行学派独自の解釈を開陳する。無常 とは遍計所執性の視点からは 「非存在」の意

味である。これは大乗の菩薩のみに とってである。同時に依他起性からすれば,

従来の 「刹那ごとの生滅」の意味であり,大 乗の菩薩に限るものではない。

三性説に依拠してMSAが 提示した無常の新たな論議について,(1)MSAの

偈頌において既に意図されていたのか,あ るいはMSA-Bhの 段階で導入された

のか。(2)無 常を三性説の視点から論議する意義,の 二点が解明されなければな

らない。

[3]MSAの 無常論のように,伝 統的な教義を継承しつつ,三 性説を導入して

それに新たな意味を付加し,従 来の教義を大乗仏教瑜伽行学派の立場から蘇生さ

せることは,初 期の瑜伽行学派のテキス トにおいて散見されるところである。

『中辺分別論』(以下MAV;Vasubandhu釈 ―MAV-Bh)が 三性を 「mula-tatva,

根本真実」(Ⅲ-3)と 位置づけ,そ れに依拠して種々の論議を展開していることは

良 く知られている。無常に関連して云えば,無 常(Ⅲ-5c～6b) 、・苦(6cd)・ 空(7ab)
・無我(7c～8a)(い わゆる苦諦四遍知)に つい て,そ れぞれ三性説に依拠して論じ
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る の で あ る6)。 今 は Ⅲ-5c～6bを 引 用 す る7)。

asadartho by anityartha utpadavyayalaksanah//5cd 

samalamalabhavena mulatatve yathakramam/6ab

無常の意味は,ま ことに実在でないという意味であり,生 じては滅する相のあるもので

あり,ま た垢れをともなうと垢れがないとのあり方をもつものとして,根 本の真実の上

に順次見られる。

このように,無 常の意味が,遍 計所執性からは 「asat,非存在」,依他起性から

は 「utpadavyaya,生 滅」,そ して円成実性からは 「samalamala,有 垢 ・無垢」

であるとMAVの 偈頌自体が明示している。「遍計一非存在」はMSA,MAV

に共通であ り,依 他起について,MSA-Bh「 刹那滅」,MAV「 生滅」は同質であ

る。MSAが 触れていない円成実についてMAVは 「有垢 ・無垢」 と云う。

さらに,漢 訳に無着造 とされ る 『顕揚聖教論』(以下 『顕揚論』)「成無常品」第

四は,同 じく無常の意味について次のように説 く。

頌曰,無 性義無常 遍計之所執 所鹸無常義 依他起癒知(ka.5)

論曰,無 性義所攝無常義,當 知遍計所執相攝。餘無常義依他起相攝。圓成實相中無無常

義。

同論書は先だつkas.1,2に おいて 「無性無常,失 壊無常,転 異無常,別 離無

常,得 無常,當 有無常」の六種無常を説 くのであるが,そ の無性無常を遍計に,

余の五種の無常を依他起に対応させ,円 成実には無常義は存しないとい う云 う。

ka.2の 釈に 「此中無性無常者,謂 性常無故名日無常」とあ り,「 無性」とは 「非

存在」の意 であ る。余の五無常について同論書は何 も語 らないが,『声聞地』に

説かれる 「五種行(akara)一 五種無常8)」との対応を考慮すれば 「刹那ごとの生

滅」と理解されよう。これは,円 成実を除 きMAVと 同内容 と受け止めること

ができる。

これまでの論述は,以 下のように要約される。

(1)瑜 伽行学派は三性説を導入することにより,無 常について伝統的な教義に同

学派独自の哲学的解釈を付与した。無常 とは遍計からは 「非存在」であ り,依 他

起からは 「生滅一刹那滅」である。円成実については言明が異なる9)。

(2)こ のことは,MAV,『 顕揚論』では,偈 頌自体において明白である。

(2-1)MSAka.81aは 「asat,非 存在」と説 くのみであるが,①MSAの 偈

頌の段階で三性説が説かれている,②MAV,『 顕揚論』の無常義 と比較すると,

MSA頌 の 「asat,非存在」を三性説に依拠 して理解することは不 自然ではない,
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③MSABhも この理解を支持する。

(2-2)そ れ故,MSA偈 頌の 「asat」は三性説に依拠したものと理解することが

できる。

(2-3)MSAXⅣ Ⅲkas.82～91の 刹那滅論は,一 見三性説 と無関係の如 くであ

るが,ka.81aで 遍計所執性に基づ く大乗の菩薩にとっての無常義が説かれ,さ

らにka.82以 下で依他起性に基づ く無常義一 それは菩薩 ・声聞に共通一 を

展開している,す なわちMSAの 刹那滅論は三性説を基盤に説かれていると理解

すべ きであろう10)。

(3)し たがって,初 期瑜伽行学派のいわゆる 「Maitreyanatha-Asanga」 の伝承

の中で,三 性説に依拠 した無常論の新たな展開のあったことが認められる。

(4)三 性説に依拠して 「非存在」を無常の意味とするのは,大 乗の菩薩のみにと

ってであ り,大 乗の立場が強調されている11)。

[4]MSA,MAⅣ,『 顕揚論』など初期の瑜伽行学派のテキ ス トが,無 常につ

いて三性説の視点から議論を深めた意図を,再 度確認しておきたい12)。

これら三論書は,無 常とは遍計所執性からすれば 「asat」であるとするが,そ

の内実について何 ら語ることはない。他方,SthiramatiのSutralamkaravrtt-

ibhasya(SAVBh)はka.81aに ついて,「諸菩薩にとっては 「生滅」とい う意

味[だ け]が 無常の意味なのでは な く,「何処にも如何なる時にも存在しない」

とい う意味が無常の意味なの であ る。さらに,「 如何なる時にも存在しない」と

は如何なることか。[答 えよう。]有為なるものが[実 在 ・持続すると]構 想する

人(pudgala)と 構想されたもの(dharma)と は,兎 の角のように存在しない。構

想されたあり方は常に実在ではない,と いう意味が無常の意味である13)」とい う。

すなわち,人 やものが持続的に実在すると,遍 計執する主体 もされる客体も存在

しないとい う意味で 「asat」であるとい う。

さらに,三 論書 とも,有 為なる存在の刹那ごとに生滅を くりかえあ り方を依他

起性 とする。つまり因果相対して縁起する世界,そ れこそ依他起性なのだが,そ

れは刹那滅に他ならない。しかしこの世界を我々が認識するや否や,本 来刹那滅

であるこの世界が,そ のまま,持 続し実在するものとして現れて くる。その意味

で,刹 那滅のあり方は我々には無縁の世界である。現実に我々がその同じ世界を

認識した瞬間に,刹 那滅の世界は何処),にもあ りえないのだから。この唯一の世界

が我々に現われるのはいつでも,ど こでも,持 続 ・実在するものとして認識する

私 と,認 識される世界として,遍 計執されたあ り方のみである。
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云われているように,「三性説の構造におい ては,依 他起性は遍計執せられた

あ り方への根底 となる」のであ り,そ の依他起性は 「転換的に常に遍計執的なあ

り方へ向かって堕落する傾斜をもってい る14)」。それゆえ依他起的な刹那滅存在

は,一 定の期間持続し実在すると遍計執されるあ り方に転落する危険性をいつで

も含んでいる。したがってこの世界を認識するや否や,本 来刹那滅であるこの世

界がそのまま,持 続 ・実在する世界として我々には現れて くるのである。それゆ

え持続 ・実在的にとらえる 「遍計執する人」と 「遍計執される世界」との絶対的

な非存在が 「無常の意味」 として強調され,そ れこそが大乗の菩薩のみにとって

の無常義であるとされたのである。

1)三 十七菩提分法(kas.42～65)を 第9項 目とする,15項 目からなるMSAXVIIIの

Bodhipaksaの 構造が,『 菩薩地』XVII Bodhipaksyaの それを継承していることは

明白である(両 者の対応関係については,宇 井 『瑜伽論研究』,「第六菩薩地と大乗荘

厳経論」p.72,拙 稿DHARMAPARYESTY ADHIKARA Part Ⅳ,1982,P.92,

APPENDIX,TABLE Ⅱ 参照)。 両論書が,伝 統的に保持伝承されてきた 「三十七菩

提分法」を継承 しつつ,そ れを増補拡充 して15項 目からなる自らの菩提分法を提唱し

た経緯は必ず しも明白でな く,そ もそも 「lajja,dhrti...samahitraya,dharma-udd-

ana」 の各項 目を菩提分法に編入した意図も定かではない。SAVBh(P.156b7～)が

教証 として引用する 『聖無蓋慧経』の主題項目(や その経説内容)がMSAの それと

ある程度共通 している点に留意する必要があろう。いずれ にせ よこの学派にとって

「菩提分法」が意味するところの解明は今後の課題である。

2)MSAや 『顕揚論』を中心とした瑜伽行学派の刹那滅論に関する筆者の従来の研究

については,拙 稿 「刹那滅 と輪廻韓生」(長 崎大学教育学部 「社会科学論叢」No.50,

1995,6)及 び同p.26注(3)参 照 。

3)四 法 印に関する従来の研究については,藤 田宏達 「三法印と四法印」(橋 本博士退

官記念 『仏教研究論集』S.50),袴 谷憲昭 「〈法印〉覚え書」(『駒沢大学仏教学部研

究紀要』No.37S.54),吉 元 信行 『アビダルマ思想』(法 蔵館S.57 PP.327～331),高

崎直道 「〈諸法無我〉考」(中 村瑞隆博:士古希記念 『仏教学論集』S.60)等 参照。

4)三 三昧,四 法印,三 性説及び四法印の意味の関連を図式的に示す。

5) ksanabhangartho ' py anityartho veditavyah paratantralaksanasya/ (149,11-v
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12).

6)MAVを 承 知 して い た 『成 唯 識 論 』 が 「三 性 四 諦 相 攝 云 何 。 四 中 一一 皆 具 三性 。 且

苦 諦 中 無 常 等 四 各 有 三 性 」(vol.8,47b)と して 二 重 に 三 性 を 充 当 し,「 無 性 無常,性

常 無 故― 遍 計 所 執 性;起 蓋 無 常,有 生 滅 故― 依 他 起 性;垢 浄 無 常,位 転 変 故 ―

円成 実 性 」 と論 じて い る こ とは,周 知 の如 くで あ る。

7)翻 訳 は 長 尾 雅 人,大 乗 仏 典 『世 親 論 集 』(中 央 公 論 社)に よる 。 な おMAV-Bhは 以

下 の如 くで あ る 。trayo hi svabhava mulatatvam/tesu yathakrama masadartho

by anityartha utpadavyayarthah samalamalatarthas ca/.

8)『 聲 聞地 』vol.34,473～,Sravakabhumi(ed.by Sukla)P.489～ 参 照 。

9)「 諸 行 無 常 」 か ら理 解 さ れ る よ うに,無 常 は 有 為 な る 存 在 に つ い て の 言 明 で あ る。

し た が って 円 成 実性 に 関 して 「圓 成 實 相 中 無 無 常 義 」 とす る 『顕 揚 論 』 の 方 が,「 有

垢 ・無 垢 」 とす るMAVよ り も,筆 者 に は理 解 しや す い 。MAVTは｢samalamala-

tvarthalaksanenagatukenanityarthenanityo 'vikaradharmo 'pi parinispannasva-

bhavaiti/」(ed.by Yamaguti,p.117),す なわ ち 円 成 実 は 自 ら無 常 な の で は な く,

客 塵 に よ り有 垢 に な り本 来 は 無 垢 で あ る と釈 し,agatuka客 塵 の 意 味 で 無 常 で あ る と

す る。 こ の解 釈 は上 掲 註(6)『 成 唯 識 論 』 の 「垢 浄 無 常,位 転 変 故」 に 引 き継 が れ て

い る。

10)三 性 説 を基 盤 にMSAが 刹 那 滅 論 を 展 開 す る意 図 に つ い て は,拙 稿 「外 な る もの 」

(完),長 崎 大学 教 育 学 部 「社 会 科 学 論 叢 」No.39,P.19～20註(1)参 照 。

11)『 顕 揚論 』 も 「成 無 常 品 」 末 尾 に 「無 常 性 見 当知 六 種 … …三 声 聞 智,謂 除 無性 無 常

義 。 四 菩 薩 智,謂 於 一 切 無 常 義 。」(vol.14,551a)と 説 き,無 常 の 意 味 を 「生 滅｣と

す る伝 統 的 な 解釈 は 小 乗 の 声 聞 に も理 解 され るが,三 性 説 に依 拠 して 「非 存 在 」 と受

持 し うる の は,大 乗 の菩 薩 の み で あ る こ と を強 調 して い る。

12)拙 稿 「無 常 と刹 那 」(『南 都 仏 教 』59,1988)p.28以 下 参 照 。 な お 瑜 伽 行 学 派,特 に
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